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そば打ちに挑戦する受講生たちーさいたま市大宮区吉敷町

実
践
。
「
知
り
合
い
や
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戚
に
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ば
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超
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き
な
鉢
の
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大
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な
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生
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教
室
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ち
を
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ん
だ
人
に

は
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腕
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」
の
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あ
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全
国
組
織
の
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全
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麺
類
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域

間
交
流
推
進
協
議
会
」
が
定
期
的
に
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打
ち
の
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術
を
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」
を
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。
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段
ま
で
を
目
指
し
て
、
多
く
の
人
が

参
加
し
て
い
る
。
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誉

会
長
の
阿
部
成
男
さ
ん
(
筋
)
は
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湿

度
が
高
い
と
水
を
少
な
く
す
る
な

ど
、
そ
ば
打
ち
は
臼
に
よ
っ
て
違
い
、

完
壁
と
い
一
つ
の
が
な
か
な
か
な
い
。

何
度
か
続
け
て
技
術
を
習
得
し
て
も

ら
い
、
家
庭
で
も
そ
ば
を
楽
し
ん
で

も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て
い
た
。

教
室
は
全
6
回
。
初
心
者
1
万
8

千
円
、
中
級
者
2
万
1
千
円
。

問
い
合
わ
せ
ば
、
同
倶
楽
部
(
2

0
4
8
・6
4
4
・4
4
6
6
)
ヘ。

(
中
島
和
哉
)

ζ3ふ
年り(ま上 作ば 8打集 いも競す味も庖文室般 R
回た 60市級通りの年ちま教る、うるに味で化」人ささ
。い)中者つ方打目イ具る室。受「としわ食」がをいい

最」は央まてなち。楽任は 講 段いたいべと開対たた
初と、区でいど方全部意、 者位ういたるもか象まま
は教「のさるをの 6l_団そ の認。といだ言れに新市
う室お会まの講ほ回が体ば 意 定そいとけわてし都大
まにい社ざは義かの主「好 欲制ばう、でれいた心宮
く通し員ま人し、コ催さき を度打人そなるる「駅区
でいい金だ初て そ lしいの か」ちがばくそ。そ近吉
き始そ子。心いばス、た人 きがの多打、ば「ばく敷
なめば清さ者る料で今また たあ 技くち家を伝打で町
かてをさいか。 理 、 年 蕎 ち てる術受を庭専統ち、の
つ 3作人ノたら のそで麦が てのを日趣で門食教ー J

咽噌司弘 幽品幽雌幽函四・曹1 艦 / 、~ にた

な が
て〉、

て 「
き 6
た回
」固

とく
いら
うい
。カ〉

同ら
市 も
浦の

は;来日
、区

芝2
7ごネ土
そ 員
ば 鈴
打木
ち淳
を 夫
自さ
宅 ん

Z8 

民プ小 たいた ー
間 lの検。ず放 i
検ル 3査れ射
査か 校は も性 ー
機らで彦 不物|
関採、郷検質 {
の水 新小 出の ，
ゲし た 、 だ検 f

ル、に幸 つ査 J

マ 6水房たに
ニ月を小 とつ ;
ウ l張、 発い、
ム日つ高 表て :
半に た 州 し

う ま れ 男 十 と を E
oったのMこ発支
て。呼追ろ見‘
い男気い、 。モ
たはかか男事2
」「らけが情モ
と仕アて逃をじ
供事ル確げ聴、仁
主K'""C::コJ果tH;二可

なさ 作 の郷人真をヨ日 で区予市 関 与

どれ岩・人土形パはン本展開の定は設--， d k 
槻 ラ 、ネじの画示催岩あ ff事岩 五ノ、

理主主省出金重 Jヒ室面零与量環金守妻賢 塑理
団だ会 ) 作 ( 人古しで故いい土パ日進形 石ハ

金足控室金貸理妻老年霊おそ題元零号室 工ネ
協が喧 o(人 訴の品(笛は 館展二い」 ヘル
言語、年 久形恕人約ひ畝、 2を同る

宇施産 程て宮 形必なコ市 農思量さ露山 P展
差詩語 首世金福宮XZ蔵 示室逗見)扇Rで
め容工 郎界 JIミ所写形シの 室槻示まの区

1設 か郷|ーー~一一一一一ー 1 4 いいの P は 2
2準問ら土 I*， - u ..-1時開 」人レバ R開 年
2備い徒資 1 ..~ 老舗酒井の ・イ半 館と形トネイ設問
l室合歩事 11 且 ι 冒|。時し め ロ ル ベ 、 機 着

二云を界標ιr察--.按ι会理ぶ至芸里吉署毒
。22官|恥安」鮎三喜25盟事


